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21004 人間福祉演習Ⅱｆ
Seminar on Human Welfare II 

４年次
通年
４単位

藤島　稔弘 W必

データに基づいて福祉問題を考える

　福祉問題を考え、対処する際にデータの取り扱い方を理解していないために誤ってデータを理解したり、思い
込みで考えてしまったりすることは少なくありません。しかし、誤った情報・分析から導き出される結論が適切
な問題解決につながることはありません。
　そのため、本ゼミでは社会調査の手法を用いて、自らデータを収集・分析することでデータの取り扱い方を習
得し、データに基づいて考えられるようになれることを目指したいと思います。基本的な調査の枠組みついては
提示しますが、基本的にはゼミの皆さんで運営していただければと思います。

前期
○　基本的調査手法の理解
○　調査テーマを検討
○　調査の実施

後期
○　データの整理・分析
○　発表・報告書の作成

ゼミの中で紹介をします。

ゼミでの参加状況から総合的に判断し、評価します。

どのような調査を行うかによっても変わりますが、調査費用（交通費など）がかかる場合があります。
そのような場合には相談しながら決めますが、ある程度の経済的負担がかかると考えていてください。

http://www.icc.ac.jp/


